
第２次碧南市スポーツ推進計画 第３回策定委員会 会議録 

 

日時 令和６年１０月３１日（木） 

午後７時～ 

 会場 臨海体育館 会議室 

１ 日時 

  令和６年１０月３１日（木）午後７時から午後８時まで 

 

２ 場所 

  碧南市臨海体育館 会議室 

 

３ 出欠席 

(1) 出席者 ９名 

   碧南市スポーツ協会 杉浦直基、荒木重広 
碧南市レクリエーション協会 杉浦正勝 

NPO法人へきなん総合型スポーツクラブ 井上浩之 

中小学校体育連盟碧南支所 石原竹春 

碧南市スポーツ推進委員会 岡部茂也 

碧南市スポーツ少年団 伴野義雄 

碧南市社会福祉協議会 中川英治 

市民公募 土谷心平 

 (2) 欠席者  

   なし 

 (3) 事務局 

   教育部長 山田昌宏 

   スポーツ課長 中嶋忠彦 

   スポーツ課課長補佐 本多真 

   スポーツ課スポーツ係主事 角谷和治 

 (4) 傍聴者 

   なし 

 

４ 議事の要旨 

(1) あいさつ（杉浦直基会長より） 

 (2) 議題 

  次第に基づき議題(1)～(3)を事務局から説明。 

  ア 市民アンケートの結果 

    第２次碧南市スポーツ推進計画の策定にあたり、スポーツに関する市民の意識、ニーズ 

   を把握することを目的に実施した市民アンケートの結果について、事務局より説明した。 

   【委 員】スポーツ・運動をしない（できない）理由を年齢別で整理した資料をみると、 

若い年代の回答で「時間的な余裕がない」、「意欲が湧かない」が多くなっているこ 

とに驚いた。 

【委 員】指導に関わりたいという割合も低いことが分かった。 

【事務局】アンケートの回答数をみると高齢世代の割合が多い結果となった。逆に指導者 

の担い手となるような世代の回答数が低くなっているため、指導に関わりたいと 

いう割合も低くなったかもしれない。 

        ３０歳代であれば、結婚や育児といった要因から「時間的な余裕がない」とい 



う割合が高くなったと考察している。４０歳代については、職場において管理職 

に就くなど、社会的に責任が重くなり始める年代として、スポーツに取り組む意

欲が湧きにくいものだと推察できます。 

【委 員】意欲が湧かないという理由も、身体的な理由なのか、それとも気持ち的な要因 

なのか、といったようにより具体的に確認ができるとよかった。 

  イ 計画の素案 

    第１章では計画策定の趣旨や国・県の動きについて等を整理して説明した。 

第２章においては、計画の理念について、スポーツ実施をまちの活性化という新たな観 

点と結び付けることを説明した。 

また、計画の骨子部分については、基本方針を「する」「みる」「ささえる」「つな 

がる」という４つに、数値目標を「スポーツ実施率（６０％）」のみに集約させることを 

示し、第３章では、各基本方針に対応した施策の方向について説明した。 

  【委 員】「ささえる元気ッス！」のスポーツ環境の整備・充実の項目について、山下町に 

おける施設の整備について、と具体的な記載がされているがこれは何か。 

  【事務局】市の都市計画マスタープランにおいて多目的公園・グラウンド用地として計画に 

盛り込まれており、本計画にも同様の記載がされるように、ということで記載をし 

てる。唐突な感はあるため、そういった背景等も分かるように表現を改めたい。 

   【委 員】「みる元気ッス！」のスポーツ観戦の機会創出の中にアイシンティルマーレ碧南、 

とあるが、これも唐突感があり、何のスポーツ、チームかも分かるような記載のさ 

れ方があるとよいと感じる。 

       また、各ページに記載される国・県の計画や、碧南市のスポーツ推進計画につい 

ても、いつ時点の計画を指したものかを全てに示した方が、読む際に整理がしやす 

と感じる。 

  【事務局】そのように記載を改めたい。 

ウ 策定スケジュール 

   １１月中旬までに計画（案）をまとめ、１２月中に市内部や市議会に対して報告手続きを 

進めていく。１月にはパブリックコメントを実施し、２月に最終の策定委員会を経て、３月 

に計画が完成となることを説明した。 

 (3) その他 

  【事務局】今後のスケジュールについて確認いただき、引き続き策定に向けご協力いただき 

たい。何か全体を通して意見等あるか。 

  【委 員】現在のスポーツ実施率が４０．６％で、それを目標値の６０％に向けて伸ばして 

いく道筋として、スポーツを実施していない人たちに対し、何があると実施できる 

か、という所も追及していけると数字を伸ばすことができるのでは。 

  【事務局】今後予定している中間見直しの際にはぜひそのような項目を組み入れたいと思う。 

【委 員】７ページの計画の理念と目指す姿に記載されているスポーツを「する」「みる」「さ 

さえる」という部分だが、既存の市スポーツ推進計画では、「する」「観る」「学ぶ」

「極める」「支える」の５つの視点だったのでは。 

【事務局】ここでは、国の示すスポーツへの関わり方という観点で記載をしている。読み手が 

理解をしやすい形を考え、記述をしたい。 


